
小千谷市の集落支援に対する取組状況
集落対策に関する研修会

新潟県小千谷市 にぎわい交流課交流推進係長 安達 桂祐

地域づくり支援員（真人地区）渡邊 良平

錦鯉発祥の地 豪雪地
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小千谷市の概況

 新潟県中越地方 人口32,522人（非過疎・高齢化率36.6％）

 東京駅から上越新幹線 浦佐・長岡駅乗換で上越線小千谷駅まで２時間程度

 日本海側気候 例年２～３ｍの積雪に覆われる「豪雪地」

 市内を日本一の大河「信濃川」が流れ、豊富な水が「魚沼産コシヒカリ」を育てる

 「錦鯉」発祥の地 江戸時代に突然生まれた色付き鯉を品種改良して産業化



集落支援員の活用に至った経緯・内容

 平成11～18年 人口減少が進む地区の支援を行うため、中山間地の旧役場支所３か所に、
「地域振興支援職員（正職員）」を配置して地域づくり、地域支援の中心を担う。

 平成19～29年 平成16年10月発生の新潟県中越地震により、中山間地が大きな被害を
受け、県復興基金による復興支援員を配置

 平成30年～ 集落支援員制度を活用して、引き続き市内３地区に「地域づくり支援員」
を配置して現在に至る。

 ミッションは地域や時期により変わり、集落点検から見えた課題に対し、福祉、公共交
通、買い物支援など、生活支援コーディネーター（SC)とも重なる役割を果たしている。

 地域づくり支援員は、地域のサポーターであり、地元理解を得て地域づくりの支援者と
して活躍している。

 市にぎわい交流課（地域振興担当部署）に籍を置き、当課に出勤、打合せを行った後、
地域に出向くことにしている。担当職員とは毎日のように雑談から相談まで、情報共有
ができるため、担当職員も地域に入りやすく、事前に地域事情に触れられるメリットが
ある。



新 潟 県 小 千 谷 市 真 人 町
2025.3.5  集落支援員活動事例紹介

所  属 : 小千谷市にぎわい交流課
地域づくり支援員(真人地区担当)
(専任) 小千谷市職員OB 渡邊良平
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新潟県小千谷市真人町
(昭和の合併前は中魚沼郡真人村)
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お米は魚沼産コシヒカリ!!

まっとちょうお ぢ や し

15町内
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♦ 小千谷市の概要(R7.1末現在)

● 市制施行 昭和２９年３月１０日

● 人 口 32,522人

● 世 帯 数 12,989世帯

● 面 積 155.12K㎡

● 新潟県の中央部に位置し、信濃川が中央を貫
流、河岸段丘と中山間地に展開する田園都市

● 特産品の「おぢや縮」、「泳ぐ宝石錦鯉」の
原産地 お米は美味しい魚沼産コシヒカリ

・消費税が１０%になった時に最後の商店がなくなる ・地域には個人医院が存在(先代医師 へき地医療に貢献⇒赤ひげ大賞受賞)



急速な人口減少は様々な問題が発生 (地域の点検)

・人口の減少は、国・県や市の規模より小さな地域のほうが先行

地域点検  真人地域の人口推計(国勢調査データ利用)を実施して見える化 
       ( あまりの減少にショック!! 怖いと思う人もいる反面、想定内と見栄張る男性も )

・少子高齢化が加速 ⇒ 超少子多老化時代へ

地域に子供がいなくなる著しい人口減少!!

高齢者のみ世帯(高齢者夫婦・単身世帯・高齢者親子)の増加

・生産年齢人口と高齢者人口が逆転 (若者流失)

令和１２年以降の人口推計 生産年齢人口≦高齢者人口

・農村地域でも農業者が減少

農業の継続、担い手の確保 (離農が加速)

農村環境の維持、地域の活性化 (高齢者社会)
3
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 真人町の将来人口推計 ※国勢調査データ 小地域集計データ利用

☆国勢調査データから見える30年間の人口推移
・真人町の将来人口を国勢調査の数値を使用して推計をしました。
・少子高齢化が進み人口は減少し、令和１２年における総人口は７38人(40%減)を
推計、１４歳以下の人数は39人の６０%減で、人口比は5.3%となりました。また、
高齢者は３４９人で高齢化率は47.3%(約２人に１人)の見込みとなりました。

☆人口が減少することにより様々な問題や課題が出てきます。
・多くの人は、それがどんなに大切なことでも、差し迫った状態にならない限り、必要性
を自分自身の問題として突きつけられて痛切に認識できない限り、行われないようです。 4

これまでの１５年 これからの１５年



真人町の人口推計(項目別)
世 帯 数 総世帯数

6歳未満同居 6歳未満の子が同居する
世帯数

18歳未満同居 18歳未満の子が同居する
世帯数

65歳以上単身 65歳以上で単身の世帯数

65歳以上夫婦 65歳以上で夫婦のみの
のみ 世帯数

※65歳以上単身と65歳以上夫婦のみの世
帯を合計すると高齢者のみの世帯数となる 

・少子高齢化が進む中で、若者の流失や子供
の減少などにより三世代同居の世帯数は著し
く減少し、令和12年には三世代同居世帯と高
齢者のみの世帯数は逆転することと推計され
ました。

・小さな地域は、国・県や市よりも前倒し
で進んでいる人口減少に対する問題や課題
について、現状を把握しながら「この地域
の今後について」考える必要があります。 5



集落点検① 住民アンケートで問題と課題の把握

•中学生以上の全住民アンケートの実施

 通常アンケートでは世帯主の意見が主体

 中学生以上で男女別の意見集約を実施 (高回収率で意向が反映)

•アンケート結果を見える化

 データを図化し、分析結果を加えて「見える化」して周知

 会報誌、報告会、ワークショップの開催

•分析結果を「我ガゴト」とし、話のタネにしてみんなで話し
合って「自分たちで出来ことは自分たちで話して決め!!」てやる!

 課題解決へのアクションを促す・・・(不発)
6



中学生以上の全住民アンケートの実施 (H30.10)

【真人町】
配布数 : ９９７通
回収数 : ９０８通
回収率 : ９１.１%

68%

17%

15%

回答数 地区別内訳

里地地区 芋時地区 北部地区

617人

153人

138人

39, 4%

51, 6%

74, 9%

84, 10%

131, 15%
209, 24%

137, 16%

130, 15%

7, 1%

有効回答数 862人 真人町

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代～

年代不明高回収率 ⇒ 意向がしっかり反映!!

無効 5%

7

市HPQRコード



1-2 回答者の属性 年代別×性別 (真人町９０８人)

世代別に意見をまとめないと、
若い世代の声は埋没してしまう!!

若者・中堅世代は
少数派

解答者数でみると…
10+20+30代 =165人
60代は =211人

年代別 真人町
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1-2 年代×性別による配偶者の状況 真人町

人

9

非婚化

移動難民
買い物難民
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地域についてこんな設問も
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見える化、周知ではアクションにつながらない
• 分析結果を我ガゴトに

 会報誌(毎月１回)発行を活用した周知など

住民アンケート分析結果と概要版を各町内(８町内)に配布 (話のタネに活用)

 市のホームページに掲載、 報告会、ワークショップで話合い

• アクションにつながらない
 地域が広範囲や住民性、人材・キーマンの不在など

   真人町里地振興協議会 8集落   ・広範囲で細やかな取組ができない ・町内会長も１年交代

      口は出し、立派なことも言う人いるが 行動はしない

(・成功者の足を引っ張る ・各町内の長老も変わってきてはいるが若者の意見を取り入れない)

困っていない  ・自分で困っていない、自分からしなくても、との思い (我ガゴトにできていない)

ここでやらせたり、させたものは長続きしない

• さらに人口推計から見る真人町の課題(深掘り)を作成し周知

 これまでの１０年とこれからの１０年は違うよね
 高齢者福祉介護、市の財政見込み

 義務的経費増・インフラ更新

○いつまでも行政だよりはダメ! (歳入減、自由に使える経費減 職員減、サービス減)

やっぱり 「自分たちで出来ることは自分たちで決めてやる!」

12
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65歳以上高齢者の要介護(要支援)度別状況 ※資料 厚生労働省「保険者別要介護

(要支援)認定者数 当年度末」
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高齢者の要介護度保険者別人数 小千谷市

要支援1・2 要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４ 要介護５

要介護３以上

0人

1.5%
1.6%

1.7%
1.8%

1.8%

2.0%

2.2%

2.3%
2.4%

2.4%

2.5%

2.5%

2.4%
2.5%
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0.0%
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2.0%
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3.0%
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人口に占める高齢者の要介護度保険者別割合  
小千谷市

要支援1・2 要介護１ 要介護２ 要介護３

要介護４ 要介護５ 要介護３以上

近年の要介護３以上の人数は横ばいですが 人口に対する介護度3以上の割合は右肩上がりです

要介護度３以上
要介護度３以上

13
健康寿命や後期高齢者にシフト 支えられる側に
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16

中間まとめ (地域づくりでの抜粋)

〇 人口減少により様々な問題や課題が発生している

①少子高齢化から超々少子高齢化に進展
・出生率の低下 結婚や育児への不安、仕事と育児の両立、婚活・育児相談
・多老化時代への対応 高齢者のみの世帯(単身含む)増 介護予防、困りごと相談・

支えあい
・後継者の不足 農業の維持継続 商店等の衰退

②自治体の経営
・超々少子高齢化 税収の減、義務的経費の増 事業の選択、事業効果・効率化
・施設の維持・更新費用の増 安全確保と耐震化・長寿命化、施設再編・コストダウン・選

択
・職員の減少 細やかな支援に支障 正職員が減少し臨時(会計年度任用)職

員が増

③自助・共助・公助
・今までとこれからは違う 人も税収も減!! 行政任せでいい? (共助、協働)
・既存組織の見直し 業務(量)の見直し 役員体制の見直し (運営、経営)
・地域運営組織の必要性 地域でやれること出来ることを ⇒ やる! やらない?

地域で決めていく 何が出来て何がやれる?

まずは話し合いを進めよう!
15



真人里地地区の過去の取組事例【まとめる人がいれば動く人は沢山いる】

事例1 真人温泉
他事業で掘削した井戸から温泉が湧出し、テラピア(泉鯛)の養殖を行った

が頓挫した。温泉の権利を取得して地域の住民が出資(１口30万、住民が
95%出資)株式会社として温泉を運営し、当初は賑わいを見せたが、近くに
類似の施設ができてから経営が振るわなく倒産。 住民パワーを結集した
画期的な取組でしたが、地域のトラウマにも・・・

事例2 キラリ真人
地域の有志で組織した活性化団体で、食と農で地域おこしを行い米や野

菜の販売。女性部が行うイベントへの出店のほか、地域の食材を使った土
日の農家レストランを運営や山菜寿司の特産品などの販売。団体のトップ
(中核)が辞任したことにより女性部のイベント出店などが続いたが、現在は
休止状態。

事例3 クロスカントリースキー大会
地域の有志で実行委員会を組織してクロスカントリースキー大会を行い、

県内の競技者からは喜ばれた。近年は暖冬消雪で開催が中止されたり、コ
ロナ禍での自粛が続く中、トップの辞任により継続困難となって廃止と
なった。実行委員会は世代を超えた地域の元気な人たちの集まりで立派な
組織であったが、トップの力量により他団体との調整、行政からの機械・
物資の借用などで次に繋がらず後継することができなかった。

リニュアルオープン

隅田祭り物産展出店

真人クロスカントリースキー大会
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新潟県のビレッジプラン実践事業導入でアクションへ
• 県の単独事業の重点地区に小千谷市から推薦され、県から採択された

今までの取組み実績から、推薦、採択された

地域の将来プランの策定 (活動の主体となる組織作り、プランの実践を支援)

• １０年後の姿の将来プランを策定

３つの大項目(目標)を設定し、個別に重点取組を策定

１０年間を短期・中期・長期として具体的な取組スケジュールを作成

(集落点検)地域の現状関係図を作成後、バージョンアップして将来プランと整合

• 将来プランの実践

農業の維持、農村環境の維持・活性化

・農業部門はキーマンと連携して動き出した

・農村環境・活性化については出来ることを実証実験 わずかな一歩
1417



ビレッジプラン実践事業 中山間地域農業の維持・発展

社会や農業を取り巻く環境が一層厳しくなってきた中、持続可能な中山間地域の営農や集落機能の維持・発展に向けた取り組みの展開

• 地域で営農継続や集落機能の維持に意欲的な取組方や、取組をサポートできる人材を養成し、地域の将来プランの
策定

• 活動の主体となる組織作り、プランの実践を支援します。

1 基本理念

①住民の主体的参画

②県・市町村・関係機関のパートナーシップで支援

③長期的・現実的な目標を持った展開

2 取組の概要

①地域住民の主体的な参画による継続的な展開に意欲的に取り組む方や、活動を的確にサポートできる県・市

町村目関係機関の人材を養成します。

②各地域ごとの将来プラン(ビレッジプラン)の策定を支援します。

③活動の中心となる農業法人等の組織を立ち上げ段階から支援します。

④県・市町村・関係機関などの連携のもとビレッジプランの実践を支援します。

3 展開目標

①2030年を目標とし、2021年から10年間取り組みます。

②対象地域として県内12振興局に初年度各1地域以上、10年間で100地域を目標に取り組みます。

新潟県農林水産部

集落点検② 地元関係図作成

18
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現状

予測

移住・UIターンを考
慮した人口推計をシ
ミュレーションしな
がら作成

(一般社団法人)持続可能な地
域社会総合研究所

藤山浩所長の指導・支援
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重点的に取組
む内容

地域が目指す姿
と就農・定住目
標(3大項目)

 真人里地地区将来プランの概要(フェイスページ)
地域が目指す10年後(2032年)の姿

地
元
関
係
図

具
体
的
な
取
組
ス
ケ
ジ
ー
ル

ペーパー１
枚の将来プ
ランを策定
し、実践に
向けたアク
ションへ



集落点検② 地元関係図作成 (現状からバージョンアップ)

地域づくりを行う基
本コミュニティ
住民自治区

公民館区・町内

より広域のコミュニティ
学校区・旧村区

21



R5～ ビレッジプラン(真人里地地区)実践体制
真人町里地振興協議会(８町内で構成)
・会長と理事８名(各町内会長)
・顧問・前町内会長
・評議委員(各種団体等の代表者など)
( 目 的 )
真人地区の社会環境の整備と住民福祉向上に努めるとともに、こ
れが事業の効率円滑化と、各町内の連絡協調を図って地域体制を
確立し、住みよいまちづくりに居することを目的とする。

ビレッジプラン(真人町里地地区)実践委員会
(専門部会として２０２１年策定委員会を構成) １７人

地域委員(アドバイザー含む)11人
(内JA職員・地域おこし協力隊OG各１人)

支援員 :  県長岡農林振興部普及課3人(内小千谷分室２人)
          :  市農林課2人  にぎわい交流課１人

事務局 :  協 議 会(１人)  にぎわい交流課１人

地域委員(アドバイザー含む)4人
支援員 :  県長岡農林振興部普及課2人(内小千谷分室1人)

          :  市農林課1人
事務局 :  県小千谷分室(１人兼務) にぎわい交流課１人

※必要時に地区計画策定時の委員会等と連携
・地区計画推進委員会 ９人(内１名地域委員)
・１０年後の地域農業を考える会

(話し合いに参加した関係農業者６5名)

地域委員(アドバイザー含む)8人
支 援 員  :  県長岡農林振興部普及課小千谷分室1人

             :  市農林課1人 にぎわい交流課１人
住民参加 :  地域内住民６名 (募集による)
事務局 :  兼務 県小千谷分室(１人) 協議会(１人)

 賑わい交流課１人

※コミュニティバス運転手登録 ４人

分 科 会 設 置農業分科会 ８人 (環境・)活性化分科会 1８人
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R5農業分科会の実践取組み「もっと ホットに キラット まっと!」

真人町里地振興協議会 ⇒ ビレッジプラン真人里地地区実践委員会(地域10人・支援員等７人) ⇒
⇒ ビレッジプラン真人里地地区実践委員会農業分科会(地域４人・支援員３人 今後住民参加者参入

連携

真人里地営農実践委員会
(分科会 ＋ 地域農業者 ＋ 市農林課・農業委員会 ＋ 長岡農林振興部普及課・小千谷分室) １３名

真人里地(モデル)地区とした「地域計画策定」

地区計画推進委員会
協定地区代表７人、地区以外代表２人が推進委員  
と真人里地営農実践委員会で構成

１０年後の地域農業を考える会
☆ 真人里地農業担い手アンケート実施 ⇒ 分析・見える化 ⇒ 資料作成・提供
☆ 意向・耕作者名を航空写真で団地別に表示 ⇒ WS

   ☆   地域ごとの担い手を決める
地域で話し 地域で考え

地域で決めていく

〇R5年度のビレッジプラン農業分科会の実践取組み
・スマート農業視察 ラジコン草刈り機・ドローン(今後の共同作業に検討)
・真人里地米のPR促進 販促用シール・パンフレットの作成

地
域
計
画
策
定

まっと米販促用

23



24

キーマンと連携して実践事業を進める! 農地集積で効率化を! お米の美味しいを数値化して!

農業部門ではキーマン(農業委員会会長)
と関係機関の支援で次の一歩に踏み出し
ました。更に連携して課題の解決に努め
ていきます。



R5 活性化部門実践の取組み「もっと ホットに キラット まっと!」
旧保育園利活用実証実験

スマホ教室

ネットスーパー勉強会

アイスの販売

・買物ツアー・保存版買物支援冊子・困りごと把握・料理講習会・集いの場開催実施

ビレッジプラン実践事業 将来プランに向けた農村環境・地域活性化の取組み
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R6 活性化分科会の取組み 「もっと ホットに キラット まっと!」

買物ツアー実証実験継続
コミュニティバス導入(市貸与) R6.12 配車

コミバス運営委員会

①運営組織の設立・規約作成

②運行、活用検討
・地域内運行

(路線バス接続・通院など)
・空き時間の活用

(デイホーム・健康教室など
 の送迎、町内会・老人化会
 などの行事利用)

移 動 支 援

スイーツ・郷土料理講習
会の継続実施＋憩いの場

拠点施設活用実証実験 +
不用品交換システム構築
(子ども広場、フリーマー
ケット・不用品交換会)

高齢者共助支援

配食実証実験
困りごと相談

地域資源活用
温泉自噴放流原水の活用

(ゼロ円足湯温泉)

沸かし湯で利用していた
温泉原水を期間限定(夏
場)足湯として提供し、
コミュニティの場所の創
設を検討しています。

ビレッジプラン実践事業 将来プランに向けた農村環境・地域活性化の取組み
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旧真人保育園 市でR7年度から3シーズン
(冬を除く)の施設開放へ

となり地域
のコミュニ
ティバスの
空き時間を
利用して買
物ツアー

子育て世代交流会
の継続実施

自ら行動す
る団体など
の組織化が
必要とされ
ている



地域の今後目指す方向 「もっとホットにキラットまっと!!」 

地域づくりの目標 地域組織による地域運営 (小規模多機能自治)
  (目指すところ)   自分たちのことは自分たちで話し決めてやる!!

農業の維持

２００haの農地を担い手が維持

農村の維持

・農地の集積
・組織化
・作業の協働化
・外部人材の導入

おいしい「まっと米」づくり

・まっと米ブランド化
・まっと米規格
・まっと米PR(販促)

活動組織の育成

活動拠点と人材確保

・外部人材の導入
・活動拠点の確保
・地域経営の確立

・移動支援(コミバス活用)
買物・通院・送迎

・コミュニティ活動の充実
子育て・教育・憩いの場

・共助の取組み(支え合い)

もっと「やるき」と「うごき」で「げんき」をまっとに!!

必要とされてるのは人材とアクション

地域づくり支援員から見た

地域おこし協力
隊OB・OG夫
婦の支援で新た
な協力隊をR7
年度に募集

連携
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新潟県小千谷市にぎわい交流課

R7.3.5 集落支援員活動事例紹介
新潟県小千谷市 集落支援員

ご清聴ありがとうございました
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